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コレクション拝見

失われた国や地域の切手・東アフリカ編

松元 和博

今回は東アフリカ各地の失われた国や地域の切手をご覧いただくこととし

た。

東アフリカは，その占領形態から，モザンビーク地域，マダガスカル地域，

ケニア・ウガンダ・タンザニア地域及びエチオピア地域の四つの地域に分け

られる。

モザンビーク地域は，１７世紀からポルトガル領となり，１９７５年にモ

ザンビーク人民共和国として独立するまでの間，ポルトガル領東アフリカ，

イギリス資本のモザンビーク会社などによって区分された地域及びローレン

ソ・マルケスなどの地方独自の切手が発行された。

マダガスカル地域は，１７世紀中頃フランスがレユニオン島を占領し，そ

の後周辺の島々から１９世紀後半には本島を占領し，１９６０年にマダガス

カルが独立するまで，本島のほか八つの周辺の島々から独自の切手が発行さ

れた。その他，イギリスがモーリシャス島を占領し，独立する１９６８年ま

で切手を発行している。

ケニアなどの地域は，１９世紀後半にケニア地域にイギリス領東アフリカ，

タンザニアなどの地域にドイツ領東アフリカが成立し，第一次世界大戦でド

イツ敗戦後，ほとんどの地域がイギリス領東アフリカとなり，１９６１年以

降，ケニアなどの地域がそれぞれ独立するまで，各占領地域で切手が発行さ

れた。

エチオピア地域は，１３世紀後半にエチオピア帝国が成立したが，１９世

紀中ごろから周辺地域にフランス領オボック，イタリア領エリトリア，イギ

リス領ソマリランドなど多くの地域で西欧諸国による占領が始まり，１９３

６年には，エチオピアもイタリア領東アフリカに組み込まれた。第二次世界

大戦後エチオピア帝国が再独立し，エリトリア，ソマリア，ジブチなどが独

立するまで，多くの地域で切手が発行された。

表紙について
先月に引き続き切手趣味週間小型シートを紹介します。今回はその切り抜き使

用例です。エンタイアは郵趣家便ですが希少なもの。５枚ストリップは両サイド

の余白が新昭和普通切手シートより十分い広いこと，また，ガッター間隔の特徴

からも判別できます。消印は県名カナ入りローラー印で申し分のない状態です。

初日記念印はがきはありますが，初日カバーは縁が無く未収です。 （矢）
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